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１ 管内の概要

西臼杵郡は、高千穂町・日之影町・五ヶ瀬町の３町からなり、宮崎県の最西北

部で熊本・大分の両県と境を接しており、本郡の中心地(高千穂町三田井)から直

線距離で宮崎市まで約９０㎞(道路距離１３９㎞)、延岡市まで約４０㎞(道路距離

５０㎞)、福岡市まで約１３０㎞(道路距離１７６㎞)の距離にあり、九州の中央部

に位置します。

管内の面積は６８６．９３ｋ㎡、東西３８㎞、南北３１．１㎞にわたり、九州

山地を形成する山岳地帯の山懐にあって、地形は一般に険しく、平坦地が少なく

林野面積は総面積の約８７％を占めるなど典型的な農山村地域であり、その優れ

た自然環境を保護するため、祖母傾国定公園・九州中央山地国定公園・祖母傾県

立自然公園といった３つの自然公園が指定されています。

また、管内３町と椎葉・諸塚の２村を併せた圏域において 「高千穂郷・椎葉、

山地域」が平成２７年１２月に世界農業遺産に認められるとともに、平成２９年

の６月には宮崎県と大分県にまたがる「祖母・傾・大崩山系」がユネスコパーク

に登録されたところです。

標高は、日之影町役場（新庁舎）で２７０ｍ、高千穂町役場で３３０ｍ、五ヶ

瀬町役場で５１０ｍとなっており、８００ｍ以上の地域が全面積の約４割を占め

ています。

このような地勢を反映し、夏は冷涼である反面、冬は九州内でも最も寒さが厳

しいことから、この気候を利用した日本最南端の天然スキー場「五ヶ瀬ハイラン

R6.7ドスキー場」が平成２年度から開設されています(台風被害により休業中：

時点)。

平均気温は、宮崎市(１７．７℃)に比べ１４．４℃（高千穂町）と３．３℃低

、 、 ， ， （ ）く また 日照時間も宮崎市(２ １２１時間)に比べ１ ８０９時間 高千穂町

と１５％ほど少なくなっており、平地に積雪をみることも度々です。

管内の区域の面積及び人口

(令和６年６月１日現在)

市町村名 面 積 世帯数 人 口（人） 備 考

(ｋ㎡) （世帯） 男 女 計

4,390 5,182 5,468 10,650高千穂町 ２３７．５４

1,386 1,547 1,661 3,208日之影町 ２７７．６７

1,178 1,514 1,578 3,092五ヶ瀬町 １７１．７３

6,954 8,243 8,707 16,950計 ６８６．９３

（ ） （ ）（ ） （ ）（ ）8.9 1.5 1.7 1.6 1.6％ ％ ％ ％ ％

※ 世帯数及び人口は、宮崎県の推計人口（市町村別）

※ （ ）は県全体に占める割合



- 2 -

町の概要

＊高千穂町
宮崎県の県北端に位置し、町の中心部を五ヶ瀬川が西北から南東にかけて貫

流し、平地の標高が３００メートル以上で夏・冬の気温差が大きく、四季の変

化に富み、自然環境が春の新緑、秋の紅葉となって観光資源の一環をなしてい

ます 「天の岩戸開き」や「天孫降臨」などの神話ゆかりの伝承地、高千穂の。

夜神楽、名勝天然記念物高千穂峡など風光明媚なところです。

特産品は、高千穂牛やラナンキュラス・夏秋菊・スイートピー等の花き、な

す・トマト等の高冷地野菜、自然乾燥米などがあります。

高千穂峡 夜神楽

＊日之影町
町の中央部を五ヶ瀬川が東西に流れ、その支流の日之影川が町の北部を東西

に二分して流れているほか、大小の河川が周囲の深山からこの二つの川に山を

削って流れ込み、深い 字形の渓谷が形成されています。V
峻険な山岳と大小の河川が生み出す景観は、豊かな大自然の美であり、見る

目をみはるものがあります。この地形を逆手にとって、ボルダリングをまちお

こしに活用していく取り組みが進められています。

特産品は、干し竹の子、ゆずっこ、柚子柿、きんとん栗九里、無農薬茶など

があります。令和元年に道の駅青雲橋がリニューアルされました。

見立渓谷 団七まつり
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＊五ヶ瀬町
九州のほぼ中央に、県の北西部にあり、宮崎の西の玄関口に位置し、平均標

高が６２０メートルと高いため、年間平均気温が１３．７℃と冷涼な地域では

あるが、夏季の最高気温は３３．６℃まで上昇する一方、冬季の最低気温は

－９．３℃で、寒暖差が極めて大きいことが特徴です（R5 鞍岡 。: ）

今、五ヶ瀬町は 「五つの季節がある町」として、地域振興を図っており、、

特産品としては、五ヶ瀬ワイン、五ヶ瀬みどり、五ヶ瀬やまめ、バーバクラブ

かりんとうなどがあります。

ハイランドスキー場 浄専寺

【美しい西臼杵の自然の一風景】 五ヶ瀬ワイナリーからの眺め
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２ 管理施設の現況

(１) 道路施設の現況

管内の道路は、２１８号、２６５号、３２５号、５０３号の国道４路線、主

要地方道４路線、一般県道９路線の計１７路線で構成されています。

地域の発展や安全・安心なくらしの確保を支援する道づくりを基本に整備を

進めています。

特に、改良率が県平均を大きく下回っている主要地方道及び一般県道の整備

、 、 、促進を図るとともに 落石防止などの防災事業 橋梁の耐震補強及び補修事業

、 。舗装補修事業を実施し 安全で快適に通行ができる道路の維持に努めています

<道路・橋梁の現況>

（令和５年４月１日現在）
改良延長 県 平 均
(改良率) 改 良 率

区 分 路線数 延 長 橋梁数 トンネル数

79,727.1m一 般 国 道 ４ ％80,082.5m 82 8 86.5
( ％)99.6
45,315.9m主要地方道 ４ ％88,719.4m 45 4 80.1
( ％)51.1
20,004.3m一 般 県 道 ９ ％107,949.4m 60 7 68.0
( ％)18.5

145,047.3m計 １７ ％276,751.3m 187 19 74.7
( ％)52.4

(出典) 道路施設現況調書（改良延長は５．５ｍ未満を含む）

(２) 河川・砂防施設の現況

当管内は地形が急峻であり、一級河川五ヶ瀬川水系の本川や支川、さらにそ

の支川の渓谷などの川沿いには集落が発達しているところも多く、台風や集中

豪雨等の災害を受けやすいことから、河川及び砂防事業並びに急傾斜地崩壊対

策事業等を積極的に進めています。

特に、日之影町の中心部において、河川増水による家屋の浸水被害を防ぐた

めに、土地利用一体型水防災事業に取り組みました（令和元年度完成 。）

また、高千穂町の神代川では 「神代川かわまちづくり計画」による環境整、

備事業を行っています。

<河川・砂防指定地等の現況> （令和６年４月１日現在）

区 分 河川数等 延長又は面積 備 考

五ヶ瀬川水系(２９)３０
大野川水系(１)

一 級 河 川 １９２．１０㎞

ha砂 防 指 定 地 １６０ ５０７．６６

うち 箇所は農林水産省所管地すべり防止区域 ６ ８９．４８ ha 1

ha急傾斜地崩壊危険区域 １０８ １４０．４９

急傾斜地崩壊 １，４７７
土石流 ４４７土砂災害警戒区域 １，９４４
地すべり ２０

（資料） 河川・砂防等指定調書
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(３) 県営住宅の現況

高千穂町の田口野団地(５０戸)、西町団地(３４戸)の２団地８４戸を管理し

ています。

なお、管理運営については平成２５年度から指定管理者が行っています。

指定管理者： 県北住宅管理センター

期 間： 令和６年度から令和１１年度まで

田口野団地 西町団地

団 地 名 所 在 地 管理戸数 建設年度

西 町 高千穂町大字三田井 ３４ 平成８・９年度
１１９５－１３

田 口 野 高千穂町大字三田井 ５０ 平成６・７年度
９３９－８

合 計 ２団地 ８４

【美しい西臼杵の自然の一風景】 国見ヶ丘から見た「雲海」

＜観光協会ＨＰより＞



- 6 -

３ 事業・業務の概要

（１）業務の概要
当課では、西臼杵三町の国・県道、一級河川、砂防、急傾斜地崩壊対策の整備及び

維持管理を行うほか、県営住宅、開発行為及び屋外広告物並びに建築行政の許認可事

務を行っています。

これらの業務を行うため、当課には、管理担当、用地担当、道路建設担当、道路保

全担当、河川砂防担当が配置されています。

（２）道路建設事業
(Ｒ６．６．１現在)令和６年度道路建設関係予算

区 分 事業費(千円) 主な事業箇所

1,129,445交付金事業

（主要地方道) 竹田五ヶ瀬線（高千穂町夕塩）( 77,000)

〃 （高千穂町原山）( 144,000)

〃 （五ヶ瀬町波帰之瀬）( 251,000)

〃 （五ヶ瀬町土生）( 117,445)

日之影宇目線（日之影町赤石２）( 225,000)

日之影宇目線（日之影町赤石３）( 90,000)

諸塚高千穂線（高千穂町丸小野）( 90,000)

諸塚高千穂線（高千穂町赤仁田）( 135,000)

1,129,445合 計

（直轄事業 高千穂日之影道路、五ヶ瀬高千穂道路、① 九州中央自動車道

蘇陽五ヶ瀬道路、高千穂雲海橋道路）
九州中央自動車道は、熊本県御船町と延岡市を結ぶ延長９５ｋｍの高規格幹線道路で

す。

このうち、高千穂日之影道路（ ）は平成 年度に事業化され、令和３年８月に5.1km 20
全線開通しました。

さらに、五ヶ瀬高千穂道路（ ）9.2km
、 （ ）が平成 年度 蘇陽五ヶ瀬道路30 7.9km
、 （ ）が令和２年度 高千穂雲海橋道路 3.3km

が令和３年度に事業化されました。

また、未事業化区間であった平底～蔵

田間（約 ）は令和６年度から「計18km
画段階評価」に着手するなど、着実に整

備が進められています。

県では、五ヶ瀬高千穂道路や蘇陽五ヶ

、瀬道路の用地先行取得に取り組んでおり

五ヶ瀬高千穂道路が令和４年３月、蘇陽

五ヶ瀬道路が令和５年 月に着工式が11
行われ、国において工事が進められてい

「 」 （ ）るところです。 高千穂日之影道路 日之影深角 ～平底交差点 開通式IC R3.8



- 7 -

（高千穂町夕塩～五ヶ瀬町土生間、高千穂町原山）② 竹田五ヶ瀬線道路改良事業
主要地方道竹田五ヶ瀬線は、大分県竹

田市と熊本県高森町、高千穂町を経由し

て五ヶ瀬町を結ぶ、産業、観光振興に大

きな役割を果たす重要な路線です。

特に、高千穂町夕塩と五ヶ瀬町土生間
ゆうしお つちはえ

は、急カーブが連続し、縦断勾配も急で

大型車が通行できないなど、緊急時の人

員物資の輸送や産業・観光活動に支障を

きたしています。
このため、安全で円滑な交通の確保や

阿蘇地域と西臼杵地方を結ぶ周遊観光ル

ートを形成する夕塩～土生間の道路整備

（仮称）波帰之瀬橋完成イメージと新たに熊本県境付近の高千穂町原山の

道路整備にも取り組んでいます。

（日之影町七折）③ 日之影宇目線道路改良事業
主要地方道日之影宇目線は、日之影

町中心部と大分県佐伯市宇目を結ぶ県

道で、沿線には石垣の村や日之影キャ

ンプ場があり、日常の生活道路として

の利用はもとより、地域の観光振興の

役割も担う重要な路線です。

しかしながら、本路線は道路幅員が

狭く、見通しが悪いため車の離合が困

難な区間があり、これを解消するため

平成３０年度より道路改良工事に着手

し、道路幅員の拡幅を実施し、赤石工

主要地方道日之影宇目線 道路拡幅工事区は令和５年６月に完成しました。

現在、赤石２工区と赤石３工区の道

路整備に取り組んでいます。

④ 天岩戸地区まちづくり
高千穂町の都市再生整備計画(H28 R7)に基づき、県～

と町が協働で、高千穂観光の柱のひとつである天岩戸

神社を中心とした、賑わいのあるまちづくりを基本目

標とした整備を行っています。

県では、令和５年３月に架設した側道橋を含む県道

の歩道設置、大型バスの通行に支障となっている交差

点の改良などを実施しています。

県道下野鹿狩戸線 歩道整備
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（３）道路保全事業
(Ｒ６．６．１現在)令和６年度道路保全関係予算

区 分 事業費(千円) 主な事業箇所

221,262防災・安全交付金

（付加車線） （ ） 国道325号（高千穂町下野）135,000
（法面対策） （ ) 国道218号（高千穂町跡取）40,000
（法面対策） （ ) 国道265号（五ヶ瀬町鞍岡）23,262
（舗装補修） （ ) 国道218号（高千穂町）23,000
道路メンテナンス補助事業 国道218号230,000

（ ）（橋梁補修） 西の内橋 津花６号橋 観音滝橋 車屋橋、 、 、

（ ）国道265号 荒谷橋 広瀬橋 松ノ平４号橋、 、

土生高千穂線（ ）高千穂大橋

諸塚高千穂線（ ）青葉大橋

道路メンテナンス補助事業 45 国道218号,024
（ ）（トンネル補修） 中村トンネル 高千穂トンネル 赤谷トンネ、 、 ル

道路メンテナンス補助事業 北方高千穂線（シェッド崎の原）28,000
（付属物補修）

524,286合 計

① 橋梁の耐震対策
本県は、台風等による豪雨災害や頻発する日

向灘地震など、今後も様々な自然災害が発生す

るおそれがあります。特に、今後発生が懸念さ

れる南海トラフ巨大地震は、仮に発生すれば、

西日本を中心に甚大な被害をもたらすと考えら

れることから、災害時の緊急輸送や救急医療を

円滑に進めるため、国道２１８号を中心に、橋

梁（雲海橋、上顔橋、青雲橋の３橋梁）の耐震

化による災害に強い県土づくりを進めていま

す。

国道218号（雲海橋）

② 防災対策
管内は、阿蘇山の噴火により放出された層

厚が100～200ｍにも達する「阿蘇火砕流堆積

物」で形成されています。五ヶ瀬川やその支

流沿いでは、切り立った溶結凝灰岩が高千穂

峡を代表とする美しい渓谷美を織りなしてい

る反面、柱状節理が発達しており、それらが

転石となって道路に落下し、しばしば通行車

両に危険を及ぼしています。

このようなことから、緊急輸送道路や孤立

集落対象路線において落石対策などの防災対

策を実施しています。

県道日之影宇目線（日之影町見立）
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③ 道路施設の老朽化対策
県では 「橋梁 「トンネル 「舗装」等の道路施設について、長寿命化計画（維持管理、 」 」

・修繕計画）を策定し、予防保全型の管理を行っています。これらの施設については、計

画に基づき５年に１回の近接目視点検を実施し、異状を確認した場合は、損傷度や緊急

度を考慮して補修を行い、安全で安心な道路施設の確保に取り組んでいます。

定期点検の様子○橋梁やトンネル等の
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（４）災害復旧事業

令和４年度は、９月の台風第１４号等の影響により、県管理施設の公共災害におい

て、道路災害が４１箇所、河川災害が３９箇所発生し、また、令和５年度は、８月の

台風第６号等の影響により、県管理施設の公共災害において、道路災害が１３箇所、

河川災害が３箇所発生しました。

道路災害については、早期復旧に向けて工事の発注を進めており、また、河川災害

、 。については 洪水期を避けた９月以降での工事着手に向けて発注準備を進めています

西臼杵支庁管内の査定決定額及び執行状況は下表のとおりです。

令和５年災(公共土木施設災害)の査定決定額及び執行状況

(単位：千円)

査定決定額 ５年度発注額 ５年度内完成 繰 越

件数 査定額 件数 発注額 件数 完成額 件数 繰越額

16 396,353 1 71,894 0 0 16 396,353県工事

20 95,665 17 79,632 0 0 20 95,665高千穂町

14 84,979 0 0 0 0 14 84,979日之影町

8 65,226 2 18,630 1 12,465 7 52,761五ヶ瀬町

42 245,870 19 98,262 1 12,465 41 233,405小計

58 642,223 20 170,156 1 12,465 57 629,758管内合計

令和元年～令和４年災(公共土木施設災害)の件数及び査定決定額

(単位：千円)

令和元年災 令和２年災 令和３年災 令和４年災

件数 査定額 件数 査定額 件数 査定額 件数 査定額

0 0 8 97,325 3 70,215 80 2,316,295県工事

3 7,685 10 50,616 2 4,516 115 1,730,735高千穂町

3 27,145 7 40,043 4 82,057 86 1,809,894日之影町

3 6,263 13 72,167 2 13,001 110 1,576,484五ヶ瀬町

9 41,093 30 162,826 8 99,574 311 5,117,113小計

9 41,093 38 260,151 11 169,789 391 7,433,408管内合計
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（５）河川・砂防事業

（Ｒ６．６．１現在)令和６年度河川砂防関係予算

区 分 事業費(千円) 主な事業箇所

県単河川改良事業等 神代川（高千穂町三田井）ほか58,000
内の口川（五ヶ瀬三ヶ所）ほか１１箇所通常砂防事業 347,188

急傾斜地崩壊対策事業 三原尾野地区（高千穂町三原尾野）40,000
基礎調査事業 管内一円10,000
情報基盤事業 管内一円10,000

465,188合 計

（五ヶ瀬川・日之影川）① 土地利用一体水防災事業
平成１７年９月の台風１４号により日之影町市街地では床上浸水８５戸、床下浸水

２６戸という未曾有の被害が発生しました。

このため浸水被害の軽減を図ることを目的に平成１９年度から輪中堤・宅地嵩上げ

による土地利用一体型水防災事業に着手し、令和元年度末に完成しました。

土地利用一体型水防災事業 日之影町大字七折（新日之影地区）

（神代川）② 河川環境整備事業
神代川は高千穂町の中心部に位置し、周辺には「天真名井」や「くしふる峰」など歴

史的資産が多く点在しているため、高千穂町のまちづくりと密に連携した整備を進めて

います。

整備においては地域の皆様や各分野の専門家等からなる推進協議会や検討委員会を開

催し、現場見学会や各種イベントを数多く企画しながら令和６年度の完成を目指し整備

を推進しています。

検討委員会や現場見学会の様子・工事の進捗状況（高千穂町三田井 神代川）
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③ 通常砂防（内の口川）事業
内の口川では、平成１７年の台風第１４号により山腹崩壊が発生し、不安定土砂が渓

床に堆積しており、出水期の流出に対し、下流側集落の安全を確保するため、平成２３

年度から通常砂防事業に着手し、令和７年度の完成を目指します。

整備箇所・保全対象集落（五ヶ瀬町三ヶ所 内の口地区）

（６）管理業務

管理業務は、安全かつ円滑な交通の確保や美しい河川環境及び治水の維持等を図る

ため、道路法、河川法等に基づく許認可、財産管理事務のほか、巡視活動や違反行為

に対する是正指導等を行っています。

また、異常気象時には、関係機関と連携して、水防活動や道路の通行規制等の防災

対策に取り組んでいます。

その他、屋外広告物条例に基づく許可や条例に違反する広告物の巡回調査や違反行

為に対する是正指導等を行っています。

（７）用地業務

用地補償を行うにあたっては、事業説明会から補償金の支払までを次のような手順

で進めます。

①事業説明会

②測量及び物件等の調査（境界立会・建物などの調査）

③補償金額の算定

④補償内容の説明

⑤契約・登記（土地の引渡し・建物の移転）

⑥補償金の支払い

土地などを公共事業にご提供いただく場合、適正に公平な補償がなされなければな

りません。公共事業者は国が定めた「公共用地の取得に伴う損失補償基準要綱」に基

づき「損失補償基準」を策定し適正な補償を行っています。
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４ 県民との協働・PR活動

（1）県民との協働の実施

○ 道路愛護活動支援事業（３０団体、延べ４，１３８人）

地域ボランティア活動の活性化や地域環境の保全向上のために、県が管理する道

路や河川での地域住民による清掃、草刈り、花木の植栽などのボランティア活動を

行う団体に、申請により作業に必要な資材等の提供や報償費の支給、ＰＲ看板の設

置等を行っています。

① 草刈り活動（２７団体、延べ９０３人）

② 美化活動（３団体、延べ３，２３５人）

③ 高千穂郷日本一の道づくり活動

県内で随一の観光地を有する西臼杵支では、

独自の取組として、住民の景観づくり活動等を

「高千穂郷日本一の道づくり活動」として認定

するとともに、認定証を交付する制度を令和６

年４月に創設しました。
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（２）ＰＲ活動の実施

① 防災訓練、土砂災害防止講座
土砂災害警戒区域等における住民参加による実践的な訓練を行うことで、土砂災害な

どに対する避難体制の強化と防災意識の向上を目的に、町と連携した避難訓練や土砂災

害防止講座に取り組んでいます。

防災訓練 土砂災害防止講座

② 土木のＰＲ
県民への土木事業の啓発活動として、毎年１１月１８日の「土木の日」に合わせて、

国、県、町及び関係団体とともに出前講座や体験学習等を実施しています。

土木の日出前講座（宮水小学校） 土木の日体験学習（宮水小学校）

③ 水辺のモニター
地域の方々と水と親しみ、地域の意見を反映した多自然川づくりを推進することを目

的に、平成２０年度から「身近な水辺のモニター」として、水辺の環境調査を行ってい

ます。

第１回調査の様子 第２回調査の様子





宮崎県西臼杵支庁土木課
〒882-1101

宮崎県西臼杵郡高千穂町大字三田井２２

TEL （０９８２）７２－３１９１

FAX （０９８２）７２－６２５４

E－mail nishiusuki-doboku@pref.miyazaki.lg.jp


